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最近、孤立した量子多体系のダイナミクスに多くの研究者の関心が集まっている[1]。例

えばレーザーで閉じ込められた冷却原子系において、系の物理量が緩和する過程が実験で観

察された。理論的にも、相互作用クエンチなど、外場変数を急変化させた後に生じる量子多

体系のダイナミクスが研究されている。理論的方法として、量子多体系の時間発展を長時間

にわたって数値的に追跡することは、一般には困難である。しかし可積分系を用いると、特

に初期状態によっては、その後の系の時間発展を非常に長時間にわたって厳密に追跡するこ

とができる。量子多体系のダイナミクスの特徴を明らかにする上で、可積分量子系は重要な

知見を与えると期待される[2]。

孤立量子系のダイナミクスは、最近、量子統計力学の基礎の視点からも興味を持たれてい

る。量子多体系の純粋状態を任意に与えると、ほとんどの場合は平衡状態に非常に近い、と

いう興味深い事実が明らかにされた[3]。これを典型性 (typicality) とよぶ。そして、与え

られた純粋状態の時間発展で、局所演算子の期待値がある平衡状態のアンサンブル平均値に

収束する、と予想されている。

このように、従来は不動のものと思われていた統計力学の基礎が、実験と理論の両面から、

積極的に研究され再検討されるようになった。この興味深い研究の発展を、可積分量子系を

用いて確認することができる[2]。本講演では、可積分量子系を用いた孤立量子系のダイナ

ミクスのシミュレーションを紹介する予定である。
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